





















工 ~壬注t一, 博 士
第 700 9 下E玉コ
昭和 60 年 10 月 9 日


















第 5 章では， U 形鋼矢板は圧延後の冷却時iζ ， 3 段階の長手方向の反り変化があり，第 l 段ではウエ























(4) U 形鋼矢板は仕上圧延後の冷却時に 3 段階の長手方向反りの変化を生じ，第 1 段と第 2 段の変化は
フランジとウエブの相変態と関係があり，また，第 3 段の変化はウエブとフランジの仕上温度差に関
係があることを明らかにし，長手方向反りを減少させるには， U 字姿勢での冷却，フランジの (r+α)
2 相域圧延および圧延後のウエブ水冷が有効であることを示している。
以上のように，本論文は熱間圧延鋼材の圧延後冷却時の熱応力の解析および形状不良の防止法に対し
て重要な知見を与えており，金属材料工学および塑性加工に寄与すると乙ろが大き ~'o よって，本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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